
愛知県立春日井高等学校

令和4年度

定時制課程

〒486-0844 愛知県春日井市鳥居松町１丁目５５番地
TEL 0568-81-2251（代）　FAX 0568-85-9425

「きてよかった　いてよかった」学校をめざしています。
1年生は1クラスを2分割し、少人数で授業を実施するなど、
基礎からゆっくりと学ぶことができます。
3年生で修学旅行を予定しています。
努力すれば3年で卒業できる制度もあります。
給食は本校の給食室で調理しており、
温かくておいしいです。

■年間スケジュール

愛知県立春日井高等学校

KASUGAI
S C H O O L
G U I D E

自分が進みたい道に、
そして、なりたい自分になるために

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 2月 3月

防
犯
・
交
通
安
全
講
話

生
徒
面
談

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

入
学
式

球
技
大
会

修
学
旅
行

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

企
業
に
よ
る
進
路
講
話

中
間
考
査

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

期
末
考
査

薬
物
乱
用
防
止
講
話

映
画
観
賞
会

中
間
考
査

期
末
考
査

人
権
講
話

卒
業
生
を
送
る
会

学
年
末
考
査

三
年
制
卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
生
に
よ
る
進
路
講
話

保
護
者
会

学
校
祭

交通アクセス
■電車（JR中央本線）
①大曽根駅より約 5分
②高蔵寺駅より約 10分
■バス（名鉄）→
①藤山台南より勝川駅行きへ乗車し、「春日井高校前」下車
②坂下より勝川駅行きへ乗車し、「春日井高校前」下車

■一日のスケジュール
部活動

　部活動に21:00から1時間程度参加することができます。
　部活動は、卓球部、バトミントン部、文化祭などがあります。
　公式戦に出場し日々練習した成果を発揮することもできます。

} →勝川駅…徒歩 15分

修学旅行の様子

給食の様子

定時制の日課表

学校祭のクラス旗 学校祭でのだるま落とし 卒業式の様子

S T

第 1時限

第 2時限

給 食

第 3時限

第 4時限

清掃（簡易清掃） 

17:15～17：20

17:20～18：05

18:10～18：55

18:55～19：15

19:20～20：05

20:10～20：55

20:55～21：00

創立から半世紀を越える歴史のなかで培われた「自主自立」の校風に抱かれ、

生徒たちは明るくはつらつとした姿で学校生活を送っています。

本校を巣立った多くの卒業生は、地域はもちろん、世界を舞台に活躍しています。

地域から期待され社会を牽引する若者が育つ学びの場であり続けるため、

常に未来を見つめ生徒の夢を実現するための努力を続けます。
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既存の知識を活用して
新たな価値を創造できる力

相手や状況に応じて
分かりやすく伝えられる力

情報を選択し
結論を決定できる力

思考力

表現力判断力

授　業 学校行事部活動

［目指す生徒像］
〇学んだことや身の回りのことについてさまざまな角度から考え、新しい見方や考え方を生み出　
　そうとする気持ちに溢れた、知恵を愛する勤勉な人　
〇自ら進んで考え、自分や家族のことだけでなく広く地域・社会の役に立とうという志を持ち、
　自ら進んでそれを行動に移すことのできる、重厚さと軽快さをあわせ持つ人
〇他者と互いに存在や価値観を尊重しながら、柔軟かつ豊かな想像力で新しい解決法を探し求め　
　たり、自分なりの答えを見つけ出したりすることができる人

昭和20年 (1945 年）春日井市立工業学校設置　2学級
昭和 23年 (1948 年）春日井市立高等学校設置と改称　3学級
昭和 27年 (1952 年）愛知県へ移管され、愛知県立旭丘高等学校（全日制）分校となる
昭和 38年 (1963 年）愛知県立春日井高等学校として独立、１年生から 9学級編成となる
昭和 39年 (1964 年）夜間定時制課程設置　１学級
平成 04年 (1992 年）創立 30周年記念式典挙行
平成 21年 (2009 年）普通科にコスモサイエンスコース設置
平成 24年 (2012 年）創立 50周年記念式典挙行
令和　4年 (2022 年）普通科に理数コース設置

スクールポリシー

本校の歴史

カリキュラムと類型選択

週当たり時間数

1 　　年

2  年  文
2  年  理
2 年理数

3  年  文
3  年  理
3 年理数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
国語 数学 理科 保体 英語 家庭 情報地歴

公民 総合 LT

国語 数学 理数 英語地歴
公民 LT

国語 地歴公民 数学 理科 保体 英語 芸術

芸術

総合 LT

数学 理科 保体 英語 総合 LT国語

※探究：理数探究

平成 4年度入学用のカリキュラムです。

地歴公民

芸術

探究

数学 理科 理数 保体 英語 探究 LT国語 地歴公民

数学 理科 保体 英語 総合 LT地歴公民国語

数学 理科 保体

保体

英語 総合 LT地歴公民国語

学年共通 2年生・3年生 普通コース：文型・理型 ／ 理数コース1年生

※

※
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部活動での取組

思考力

判断力 表現力

学校行事での取組

最適のフォーメーション等を
瞬時に選択するための

練習をとおして
磨かれる力

普段の練習の目的や
試合中の指示をチーム全員で
的確に共有することを
とおして磨かれる力

練習方法や演奏を振り返り、
仲間と協議分析することで
磨かれる力

確かな学力と高い志を育てるために

　部活動では、試合やコンクールに向けて練習を重ね技を磨いています。
その活動の中に「思考力・判断力・表現力」の育成を目指した多くの工夫があります。その一例を紹介します。

野球部では「人間力の向上～凡事徹底～」をモットーに、挨拶や返
事、礼儀やマナー、道具を揃える、整理整頓するなど日常生活や学校
生活での行動を大切にしています。
練習試合などの後には、生徒の発言を重視したミーティングを行
い、考えて野球ができるようにと常に話をしています。情報共有の
ツールとしてGoogle Classroomを使用して試合のスコアを全員

が見られるようにしたり、計測データをチーム内で
共有したりすることで、選手たちがライバル意識を
持ち主体的に行動が出来るようにすることで個人の
技能が向上しています。
また、野球の技術に直接結びつくわけではありま
せんが、野球以外の部分を大事にすることで、心が

整い、素直な心になるということを部員に伝えています。心のコップ
が上を向くことで多くのことを吸収できる器となり、最終的には野球
の技術の向上にもつながるという考えを重視しています。
高校野球を通して、社会人としての立ち振る舞いを身に付け、社会

に貢献できる人へと成長してほしい。このような願いをもって日々活
動しています。

●野球部

チームの目標をキャプテン中心にミーティングによって決め、その
目標達成のため何が必要なのかを話し合い、確実にステップアップが
できるように、総合的に能力向上できるメニューを計画・実施してい
ます。練習では「考える」ことを重視し、相手を観察し、動きを予測し、
素早く対応することができるよう、常に頭を使うハンドボールを目指
しています。また、試合中に自分たちで問題点を解決し、修正しながら
プレイできるよう話し合いを大切にしています。努力はすべて報われ
るものではありませんが、誇れる自分になれるよう日々鍛錬していま
す。
競技は勝たないと楽しくありません。勝利を目指し、全力で練習を

行うこと意識しています。勝つためには、厳しい練習も必要です。厳し
い練習の中でお互いに励まし合い、チーム
の結束力を高めるだけでなく、自分に負けず
に心・技・体を鍛えることが自信となり、試合
で最高のパフォーマンスに、さらに未来の自
分の背中を押すことができる人となること
に繋がると思っています。

●ハンドボール部
バスケットボールでは、コート上での瞬間的な判断や、チームプレ

イを円滑にするためにプレイヤーの意思表示や表現力が必要とされ
ます。そのために日頃の練習から生徒相互のコミュニケーションを大
事にして、具体的にどこが良くてどこが悪いのかを声に出して指摘し
合っています。自主的に練習の様子を撮影して後のフィードバックに
生かしたり、キャプテンを中心としたミーティングによって目標を明確
にしたりするなど、生徒自身が考え、決定し、行動に移すプロセスを重
視しています。加えて、瞬間的な判断には日頃の生活習慣が大きく影
響するので、コート上だけでなく学校生活においても判断力を磨ける
ような意識づけや言葉がけを心がけています。
合言葉は「＋１（プラスワン）」です。コーチが

定めた練習メニューや目標はあくまでも他人
が定めた目標であり、そこに＋１のアレンジを加
えることで自分自身のメニュー・目標になりま
す。部活動での学びを学校生活に、学校生活で
の学びを部活動に、異なる場面での様々な学びを自身の力として身
に付けていけるような部活動を目指して活動しています。

●女子バスケットボール部

・ ステージ発表、教室発表、団旗、応援の４
パートにより準備が進みます。

・ 生徒たちは、学年をまたいで編成される
「縦割りブロック」に所属し、上記の４パー
トに分かれて活動します。

・ 学年を越えた主体的で協働的な活動を
重ねることで、思考力・判断力・表現力を
育んでいます。

●学校祭

授業での取組

　学ぶことと社会とのつながりを意識させ、「学んだことをいかに深
めていくか」を念頭に置いて学んでいきます。「論理的な文章を読み、
関連する文章や資料を引用しながら自分の意見を発表する活動」や
「複数の文学的な文章を読み比べ、論述したり批評したりする活動」、
「他者の意見を読み、自身と異なる意見を取り込み、新たな視点で表
現をする活動」等、発展的な活動が単元の中に組み込まれ、一つの問
題についても多面的な見解を持てる深い思考力を育み、「主体的」及
び「思考力・判断力・表現力」を身につけていくことを目指します。

●国語科

　社会問題を掘り下げて考えることを大切にし、そのために不可欠と
なる知識の定着を目指し、グループワークを取り入れています。また、
複雑な社会現象において自ら判断する力を身に付けるために、地歴
科では主題学習、公民科では課題探求学習を、生徒自身がテーマを
設定することにより行います。小論文指導では、新聞の社説や地図、
歴史的史料等を活用し、論理的に自分の考えを表現する力を、個に応
じて育成をします。

●地歴公民科

　知識や技能を活用し問題を解決することに加えて、視点を変えて
複数の考え方を判断し、問題解決に向けた活動に取り組みます。
また、式変形の意図や、その根拠と
なる公式の証明を通して、生徒どう
しで考え方を協議するなど、思考力
や表現力を身に付けていきます。

●数学科

　実験・観察活動を行い，結果を検証したり、データを分析・解釈した
りする判断力と思考力を伸ばすことを目指しています。
表面的な考察に留まらないよう、グループでディスカッションしながら
深く学ぶことで、表現力を身に付けます。また、問題に取り組む際に
は、問題文の読み取り方や数学的なアプローチについて考えるなど、
問題解決には様々な方法があることに自ら気付くよう導きます。

●理科

　グループワークを通して思考力を育成し、各グループでの発表を
通して、表現力が身に付きます。効果的なスキルテストや、技能向上の
動機づけを促すような授業展開を心掛け、生徒の意欲を引き出すよ
うにしています。また、体育的行事を通して、知・徳・体のバランスがと
れた生徒になることを目指しています。

●保健体育科

　「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能のつながりを理解し学習しま
す。習得した英語を利用して自分の考えを書き、ペアワークや全体へ
の発表で活用できる英語の定着を目指します。また、考えたり伝えた
りする活動を多く取り入れ、思考力を高めます。世界中で多くの人が
日常的に使っているコミュニケー
ションツールであることを念頭に、
実際に使える英語の習得を目指し
ます。

●英語科

　今の生活だけでなく、家族や地域との関わりや、高齢者になっても
健康を維持できる食事や運動など、学びの内容を様々な教科とのつ
ながりを意識して捉えることにより、多面的な思考力が身に付きま
す。また、調理実習をはじめ各種実習においては、事前の動画で予習
を行い、より主体性をもって授業に臨みます。

●家庭科

　ますます深化・複雑化する情報化社会と向き合って生きていくため
には、情報を主体的に収集・選択し、それらを元に正しく判断し、さらに
適切に表現できる力を身に付ける必要があります。数学的なものか
ら、社会学的なものまで幅広い知識を習得しスライド作品の制作など
を通して表現力を身に付けます。

●情報科

執行部と他の委員会とが議論や連絡調整を重ねながら、よりよい
結論が得られるよう、また、生徒たちの主体性が尊重された活動とな
るよう支えています。

●生徒会活動

できるだけ多くの生徒が責任者として能力を発揮できる機会を設
けるよう努めています。担当の委員会における議論とＨＲとのフィード
バックを繰り返す経験により、思考力や表現力を育んでいます。  

●その他

KASUGAI high school

令和　3年
全国大会出場等・主な実績

①総体県大会出場　　
・ハンドボール（女）
・卓球（男）
・陸上
・バドミントン（女）

③新人戦県大会出場
・バドミントン（女）
・ハンドボール（男・女）

②選手権大会
　県大会出場
・ハンドボール（女）
・ソフトテニス（男）

吹奏楽
アンサンブル
コンテスト県大会出場
吹奏楽コンクール
県大会出場
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部活動での取組

思考力

判断力 表現力

学校行事での取組

最適のフォーメーション等を
瞬時に選択するための

練習をとおして
磨かれる力

普段の練習の目的や
試合中の指示をチーム全員で
的確に共有することを
とおして磨かれる力

練習方法や演奏を振り返り、
仲間と協議分析することで
磨かれる力

確かな学力と高い志を育てるために

　部活動では、試合やコンクールに向けて練習を重ね技を磨いています。
その活動の中に「思考力・判断力・表現力」の育成を目指した多くの工夫があります。その一例を紹介します。

野球部では「人間力の向上～凡事徹底～」をモットーに、挨拶や返
事、礼儀やマナー、道具を揃える、整理整頓するなど日常生活や学校
生活での行動を大切にしています。
練習試合などの後には、生徒の発言を重視したミーティングを行
い、考えて野球ができるようにと常に話をしています。情報共有の
ツールとしてGoogle Classroomを使用して試合のスコアを全員

が見られるようにしたり、計測データをチーム内で
共有したりすることで、選手たちがライバル意識を
持ち主体的に行動が出来るようにすることで個人の
技能が向上しています。
また、野球の技術に直接結びつくわけではありま
せんが、野球以外の部分を大事にすることで、心が

整い、素直な心になるということを部員に伝えています。心のコップ
が上を向くことで多くのことを吸収できる器となり、最終的には野球
の技術の向上にもつながるという考えを重視しています。
高校野球を通して、社会人としての立ち振る舞いを身に付け、社会

に貢献できる人へと成長してほしい。このような願いをもって日々活
動しています。

●野球部

チームの目標をキャプテン中心にミーティングによって決め、その
目標達成のため何が必要なのかを話し合い、確実にステップアップが
できるように、総合的に能力向上できるメニューを計画・実施してい
ます。練習では「考える」ことを重視し、相手を観察し、動きを予測し、
素早く対応することができるよう、常に頭を使うハンドボールを目指
しています。また、試合中に自分たちで問題点を解決し、修正しながら
プレイできるよう話し合いを大切にしています。努力はすべて報われ
るものではありませんが、誇れる自分になれるよう日々鍛錬していま
す。
競技は勝たないと楽しくありません。勝利を目指し、全力で練習を

行うこと意識しています。勝つためには、厳しい練習も必要です。厳し
い練習の中でお互いに励まし合い、チーム
の結束力を高めるだけでなく、自分に負けず
に心・技・体を鍛えることが自信となり、試合
で最高のパフォーマンスに、さらに未来の自
分の背中を押すことができる人となること
に繋がると思っています。

●ハンドボール部
バスケットボールでは、コート上での瞬間的な判断や、チームプレ

イを円滑にするためにプレイヤーの意思表示や表現力が必要とされ
ます。そのために日頃の練習から生徒相互のコミュニケーションを大
事にして、具体的にどこが良くてどこが悪いのかを声に出して指摘し
合っています。自主的に練習の様子を撮影して後のフィードバックに
生かしたり、キャプテンを中心としたミーティングによって目標を明確
にしたりするなど、生徒自身が考え、決定し、行動に移すプロセスを重
視しています。加えて、瞬間的な判断には日頃の生活習慣が大きく影
響するので、コート上だけでなく学校生活においても判断力を磨ける
ような意識づけや言葉がけを心がけています。
合言葉は「＋１（プラスワン）」です。コーチが

定めた練習メニューや目標はあくまでも他人
が定めた目標であり、そこに＋１のアレンジを加
えることで自分自身のメニュー・目標になりま
す。部活動での学びを学校生活に、学校生活で
の学びを部活動に、異なる場面での様々な学びを自身の力として身
に付けていけるような部活動を目指して活動しています。

●女子バスケットボール部

・ ステージ発表、教室発表、団旗、応援の４
パートにより準備が進みます。

・ 生徒たちは、学年をまたいで編成される
「縦割りブロック」に所属し、上記の４パー
トに分かれて活動します。

・ 学年を越えた主体的で協働的な活動を
重ねることで、思考力・判断力・表現力を
育んでいます。

●学校祭

授業での取組

　学ぶことと社会とのつながりを意識させ、「学んだことをいかに深
めていくか」を念頭に置いて学んでいきます。「論理的な文章を読み、
関連する文章や資料を引用しながら自分の意見を発表する活動」や
「複数の文学的な文章を読み比べ、論述したり批評したりする活動」、
「他者の意見を読み、自身と異なる意見を取り込み、新たな視点で表
現をする活動」等、発展的な活動が単元の中に組み込まれ、一つの問
題についても多面的な見解を持てる深い思考力を育み、「主体的」及
び「思考力・判断力・表現力」を身につけていくことを目指します。

●国語科

　社会問題を掘り下げて考えることを大切にし、そのために不可欠と
なる知識の定着を目指し、グループワークを取り入れています。また、
複雑な社会現象において自ら判断する力を身に付けるために、地歴
科では主題学習、公民科では課題探求学習を、生徒自身がテーマを
設定することにより行います。小論文指導では、新聞の社説や地図、
歴史的史料等を活用し、論理的に自分の考えを表現する力を、個に応
じて育成をします。

●地歴公民科

　知識や技能を活用し問題を解決することに加えて、視点を変えて
複数の考え方を判断し、問題解決に向けた活動に取り組みます。
また、式変形の意図や、その根拠と
なる公式の証明を通して、生徒どう
しで考え方を協議するなど、思考力
や表現力を身に付けていきます。

●数学科

　実験・観察活動を行い，結果を検証したり、データを分析・解釈した
りする判断力と思考力を伸ばすことを目指しています。
表面的な考察に留まらないよう、グループでディスカッションしながら
深く学ぶことで、表現力を身に付けます。また、問題に取り組む際に
は、問題文の読み取り方や数学的なアプローチについて考えるなど、
問題解決には様々な方法があることに自ら気付くよう導きます。

●理科

　グループワークを通して思考力を育成し、各グループでの発表を
通して、表現力が身に付きます。効果的なスキルテストや、技能向上の
動機づけを促すような授業展開を心掛け、生徒の意欲を引き出すよ
うにしています。また、体育的行事を通して、知・徳・体のバランスがと
れた生徒になることを目指しています。

●保健体育科

　「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能のつながりを理解し学習しま
す。習得した英語を利用して自分の考えを書き、ペアワークや全体へ
の発表で活用できる英語の定着を目指します。また、考えたり伝えた
りする活動を多く取り入れ、思考力を高めます。世界中で多くの人が
日常的に使っているコミュニケー
ションツールであることを念頭に、
実際に使える英語の習得を目指し
ます。

●英語科

　今の生活だけでなく、家族や地域との関わりや、高齢者になっても
健康を維持できる食事や運動など、学びの内容を様々な教科とのつ
ながりを意識して捉えることにより、多面的な思考力が身に付きま
す。また、調理実習をはじめ各種実習においては、事前の動画で予習
を行い、より主体性をもって授業に臨みます。

●家庭科

　ますます深化・複雑化する情報化社会と向き合って生きていくため
には、情報を主体的に収集・選択し、それらを元に正しく判断し、さらに
適切に表現できる力を身に付ける必要があります。数学的なものか
ら、社会学的なものまで幅広い知識を習得しスライド作品の制作など
を通して表現力を身に付けます。

●情報科

執行部と他の委員会とが議論や連絡調整を重ねながら、よりよい
結論が得られるよう、また、生徒たちの主体性が尊重された活動とな
るよう支えています。

●生徒会活動

できるだけ多くの生徒が責任者として能力を発揮できる機会を設
けるよう努めています。担当の委員会における議論とＨＲとのフィード
バックを繰り返す経験により、思考力や表現力を育んでいます。  

●その他

KASUGAI high school

令和　3年
全国大会出場等・主な実績

①総体県大会出場　　
・ハンドボール（女）
・卓球（男）
・陸上
・バドミントン（女）

③新人戦県大会出場
・バドミントン（女）
・ハンドボール（男・女）

②選手権大会
　県大会出場
・ハンドボール（女）
・ソフトテニス（男）

吹奏楽
アンサンブル
コンテスト県大会出場
吹奏楽コンクール
県大会出場
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部活動での取組

思考力

判断力 表現力

学校行事での取組

最適のフォーメーション等を
瞬時に選択するための

練習をとおして
磨かれる力

普段の練習の目的や
試合中の指示をチーム全員で
的確に共有することを
とおして磨かれる力

練習方法や演奏を振り返り、
仲間と協議分析することで
磨かれる力

確かな学力と高い志を育てるために

　部活動では、試合やコンクールに向けて練習を重ね技を磨いています。
その活動の中に「思考力・判断力・表現力」の育成を目指した多くの工夫があります。その一例を紹介します。

野球部では「人間力の向上～凡事徹底～」をモットーに、挨拶や返
事、礼儀やマナー、道具を揃える、整理整頓するなど日常生活や学校
生活での行動を大切にしています。
練習試合などの後には、生徒の発言を重視したミーティングを行

い、考えて野球ができるようにと常に話をしています。情報共有の
ツールとしてGoogle Classroomを使用して試合のスコアを全員

が見られるようにしたり、計測データをチーム内で
共有したりすることで、選手たちがライバル意識を
持ち主体的に行動が出来るようにすることで個人の
技能が向上しています。
また、野球の技術に直接結びつくわけではありま
せんが、野球以外の部分を大事にすることで、心が

整い、素直な心になるということを部員に伝えています。心のコップ
が上を向くことで多くのことを吸収できる器となり、最終的には野球
の技術の向上にもつながるという考えを重視しています。
高校野球を通して、社会人としての立ち振る舞いを身に付け、社会

に貢献できる人へと成長してほしい。このような願いをもって日々活
動しています。

●野球部

チームの目標をキャプテン中心にミーティングによって決め、その
目標達成のため何が必要なのかを話し合い、確実にステップアップが
できるように、総合的に能力向上できるメニューを計画・実施してい
ます。練習では「考える」ことを重視し、相手を観察し、動きを予測し、
素早く対応することができるよう、常に頭を使うハンドボールを目指
しています。また、試合中に自分たちで問題点を解決し、修正しながら
プレイできるよう話し合いを大切にしています。努力はすべて報われ
るものではありませんが、誇れる自分になれるよう日々鍛錬していま
す。
競技は勝たないと楽しくありません。勝利を目指し、全力で練習を

行うこと意識しています。勝つためには、厳しい練習も必要です。厳し
い練習の中でお互いに励まし合い、チーム
の結束力を高めるだけでなく、自分に負けず
に心・技・体を鍛えることが自信となり、試合
で最高のパフォーマンスに、さらに未来の自
分の背中を押すことができる人となること
に繋がると思っています。

●ハンドボール部
バスケットボールでは、コート上での瞬間的な判断や、チームプレ

イを円滑にするためにプレイヤーの意思表示や表現力が必要とされ
ます。そのために日頃の練習から生徒相互のコミュニケーションを大
事にして、具体的にどこが良くてどこが悪いのかを声に出して指摘し
合っています。自主的に練習の様子を撮影して後のフィードバックに
生かしたり、キャプテンを中心としたミーティングによって目標を明確
にしたりするなど、生徒自身が考え、決定し、行動に移すプロセスを重
視しています。加えて、瞬間的な判断には日頃の生活習慣が大きく影
響するので、コート上だけでなく学校生活においても判断力を磨ける
ような意識づけや言葉がけを心がけています。
合言葉は「＋１（プラスワン）」です。コーチが

定めた練習メニューや目標はあくまでも他人
が定めた目標であり、そこに＋１のアレンジを加
えることで自分自身のメニュー・目標になりま
す。部活動での学びを学校生活に、学校生活で
の学びを部活動に、異なる場面での様々な学びを自身の力として身
に付けていけるような部活動を目指して活動しています。

●女子バスケットボール部

・ ステージ発表、教室発表、団旗、応援の４
パートにより準備が進みます。

・ 生徒たちは、学年をまたいで編成される
「縦割りブロック」に所属し、上記の４パー
トに分かれて活動します。

・ 学年を越えた主体的で協働的な活動を
重ねることで、思考力・判断力・表現力を
育んでいます。

●学校祭

授業での取組

　学ぶことと社会とのつながりを意識させ、「学んだことをいかに深
めていくか」を念頭に置いて学んでいきます。「論理的な文章を読み、
関連する文章や資料を引用しながら自分の意見を発表する活動」や
「複数の文学的な文章を読み比べ、論述したり批評したりする活動」、
「他者の意見を読み、自身と異なる意見を取り込み、新たな視点で表
現をする活動」等、発展的な活動が単元の中に組み込まれ、一つの問
題についても多面的な見解を持てる深い思考力を育み、「主体的」及
び「思考力・判断力・表現力」を身につけていくことを目指します。

●国語科

　社会問題を掘り下げて考えることを大切にし、そのために不可欠と
なる知識の定着を目指し、グループワークを取り入れています。また、
複雑な社会現象において自ら判断する力を身に付けるために、地歴
科では主題学習、公民科では課題探求学習を、生徒自身がテーマを
設定することにより行います。小論文指導では、新聞の社説や地図、
歴史的史料等を活用し、論理的に自分の考えを表現する力を、個に応
じて育成をします。

●地歴公民科

　知識や技能を活用し問題を解決することに加えて、視点を変えて
複数の考え方を判断し、問題解決に向けた活動に取り組みます。
また、式変形の意図や、その根拠と
なる公式の証明を通して、生徒どう
しで考え方を協議するなど、思考力
や表現力を身に付けていきます。

●数学科

　実験・観察活動を行い，結果を検証したり、データを分析・解釈した
りする判断力と思考力を伸ばすことを目指しています。
表面的な考察に留まらないよう、グループでディスカッションしながら
深く学ぶことで、表現力を身に付けます。また、問題に取り組む際に
は、問題文の読み取り方や数学的なアプローチについて考えるなど、
問題解決には様々な方法があることに自ら気付くよう導きます。

●理科

　グループワークを通して思考力を育成し、各グループでの発表を
通して、表現力が身に付きます。効果的なスキルテストや、技能向上の
動機づけを促すような授業展開を心掛け、生徒の意欲を引き出すよ
うにしています。また、体育的行事を通して、知・徳・体のバランスがと
れた生徒になることを目指しています。

●保健体育科

　「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能のつながりを理解し学習しま
す。習得した英語を利用して自分の考えを書き、ペアワークや全体へ
の発表で活用できる英語の定着を目指します。また、考えたり伝えた
りする活動を多く取り入れ、思考力を高めます。世界中で多くの人が
日常的に使っているコミュニケー
ションツールであることを念頭に、
実際に使える英語の習得を目指し
ます。

●英語科

　今の生活だけでなく、家族や地域との関わりや、高齢者になっても
健康を維持できる食事や運動など、学びの内容を様々な教科とのつ
ながりを意識して捉えることにより、多面的な思考力が身に付きま
す。また、調理実習をはじめ各種実習においては、事前の動画で予習
を行い、より主体性をもって授業に臨みます。

●家庭科

　ますます深化・複雑化する情報化社会と向き合って生きていくため
には、情報を主体的に収集・選択し、それらを元に正しく判断し、さらに
適切に表現できる力を身に付ける必要があります。数学的なものか
ら、社会学的なものまで幅広い知識を習得しスライド作品の制作など
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・ハンドボール（女）
・ソフトテニス（男）

吹奏楽
アンサンブル
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卒業生が残した豊富な記録

貸出可能な豊富な赤本 進路相談室での学習指導

Google Classroom のトップページの一部

本校には、多くの卒業生を進路目標の実現に導いた豊富な経験が蓄積されて

います。その経験をもとに生徒たちに的確な助言を行い、一般選抜に限らず総合

型選抜や学校推薦型選抜など、個々の生徒の適性に応じた入試制度を活用して

進路目標の実現に導いています。特に、学校推薦型選抜に向けた指導においては

手厚い個別指導を行っており、国公立大学の学校推薦型選抜においても多くの

合格者が出ています。

進路相談室は自習室として開放しており、生徒たちが先生に質問したり、自習し

たりしています。本校は、自ら学ぼうとする生徒の意欲とそれを支える教員の情熱

でいつも活気に溢れています。

春日井高校独自のデータベースを用い、個々の生徒の学力状況を分析した詳

細な資料を提供しています。

本校では、Googleの教育用クラ

ウド「Google Workspace for 

Education」を導入し、「思考力・判断

力・表現力」の育成に向けた授業の中で

活用しています。

「Google Workspace for Education」は教育活動で活かせ

るさまざまなサービスが統合されたシステムであり、その中の一

つに「Google Classroom」があります。このサービスにより、動

画や文書データなどの教材を生徒に配信します。生徒は自宅のパ

ソコンやスマホを使って教材に取り組み、レポートなどの成果物を

電子データで教師に提出することが可能になっています。これらを

授業における反転授業やグループワークで活用しています。

1年生
●基礎知識を身に付ける
●思考力を養う

●研究者から学ぶ
●研究の最前線に触れる
●研究のプロセスを学ぶ
●グループ活動での学び合い

3年生
●研究成果の発信
●地域との連携
●理数系分野への進路実現

思考力
判断力

表現力

なりたい自分になるために

春日井高校の理数コース

　各種学校行事、部活動の試合結果やコンクール開催案内などの最新情報を
わかりやく掲載しています。また、「在校生」「保護者」「中学生」「卒業生」の対象
別のご案内も充実しています。
　随時更新し春日井高校の最新の情報を掲載しています。ぜひご覧ください。

春日井高校サイト

なりたい自分になる
キャリア形成

春日井高校
理数コース

大学との連携は？
近隣の大学と連携し、知のリソースを高校生に。

本物の科学者に出逢い、最前線の研究に触れることができます。

各分野

大学

他、各分野

物理分野 化学分野

生物分野 情報分野

ロボット分野

食品分野

新しい時代に求められる力

「何を学ぶのか」だけでなく「どのように学ぶのか」
に重点を置き、未来に活きる総合力を高めます。

従来の学習 新しい時代に求められる力

Memorization Presentation Experiments

Discussion

理数コース
で

学びのセン
スを磨こう！

Enjoy

Scienc
e！

Engineering Mathematics

Technology

Science

STEMハイスクールとは？

　2年生への進級時には、理数コースを選択できます。
　大学と連携しながらサイエンスの基礎から探究活動の実践ま
で学び、思考力・判断力・表現力を磨きます。令和2年度～令和4
年度に指定されたSTEMハイスクールの研究成果を活かした魅
力に満ちた特色ある授業・講座を受講することで、新しい時代に
求められる力をより深く身に付けることができます。

愛知県教育委員会は、科学技術創造立国を目指
す日本を牽引する優れた科学技術力をもった人材
を育成するため、県立高等学校においてScience
（科学）、Technology（技術）、Engineering（工
学）、Mathematics（数学）の４分野を融合的に学
ぶ教育（STEM教育）を推進しています。

2年生
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愛知県立春日井高等学校

令和4年度

定時制課程

〒486-0844 愛知県春日井市鳥居松町１丁目５５番地
TEL 0568-81-2251（代）　FAX 0568-85-9425

「きてよかった　いてよかった」学校をめざしています。
1年生は1クラスを2分割し、少人数で授業を実施するなど、
基礎からゆっくりと学ぶことができます。
3年生で修学旅行を予定しています。
努力すれば3年で卒業できる制度もあります。
給食は本校の給食室で調理しており、
温かくておいしいです。

■年間スケジュール

愛知県立春日井高等学校

KASUGAI
S C H O O L
G U I D E

自分が進みたい道に、
そして、なりたい自分になるために

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 2月 3月

防
犯
・
交
通
安
全
講
話

生
徒
面
談

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

入
学
式

球
技
大
会

修
学
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行

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

企
業
に
よ
る
進
路
講
話

中
間
考
査

ボ
ウ
リ
ン
グ
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会

期
末
考
査

薬
物
乱
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止
講
話

映
画
観
賞
会

中
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査

期
末
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査

人
権
講
話

卒
業
生
を
送
る
会

学
年
末
考
査

三
年
制
卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
生
に
よ
る
進
路
講
話

保
護
者
会

学
校
祭

交通アクセス
■電車（JR中央本線）
①大曽根駅より約 5分
②高蔵寺駅より約 10分
■バス（名鉄）→
①藤山台南より勝川駅行きへ乗車し、「春日井高校前」下車
②坂下より勝川駅行きへ乗車し、「春日井高校前」下車

■一日のスケジュール
部活動

　部活動に21:00から1時間程度参加することができます。
　部活動は、卓球部、バトミントン部、文化祭などがあります。
　公式戦に出場し日々練習した成果を発揮することもできます。

} →勝川駅…徒歩 15分

修学旅行の様子

給食の様子

定時制の日課表

学校祭のクラス旗 学校祭でのだるま落とし 卒業式の様子

S T

第 1時限

第 2時限

給 食

第 3時限

第 4時限

清掃（簡易清掃） 

17:15～17：20

17:20～18：05

18:10～18：55

18:55～19：15

19:20～20：05

20:10～20：55

20:55～21：00

創立から半世紀を越える歴史のなかで培われた「自主自立」の校風に抱かれ、

生徒たちは明るくはつらつとした姿で学校生活を送っています。

本校を巣立った多くの卒業生は、地域はもちろん、世界を舞台に活躍しています。

地域から期待され社会を牽引する若者が育つ学びの場であり続けるため、

常に未来を見つめ生徒の夢を実現するための努力を続けます。
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